
<麦類>　一年生雑草
商品名 RACコード 時期 回数 使用方法

ラウンドアップマックスロー
ド

H：9 収穫前日まで(雑草生育
期)

3回以内 雑草茎葉散布

ゴーゴーサン細粒剤Ｆ H：3 は種後出芽前(雑草発生
前)

1回 全面土壌散布

<麦類>　一年生雑草(ﾂﾕｸｻ科､ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ科､ｷｸ科､ｱﾌﾞﾗﾅ科を除く)
商品名 RACコード 時期 回数 使用方法

トレファノサイド粒剤２．５ H：3 は種後出芽前～3葉期
(雑草発生前～雑草発生
始期)

2回以内 雑草茎葉散布又は全
面土壌散布

トレファノサイド粒剤２．５ H：3 生育期雑草発生前(但し､
収穫45日前まで)

2回以内 全面土壌散布

<麦類>　一年生広葉雑草
商品名 RACコード 時期 回数 使用方法

アクチノールＢ乳剤 H：6 穂ばらみ期まで(雑草生
育初期)

2回以内 雑草茎葉散布又は全
面散布

<麦類>　一年生雑草及び多年生ｲﾈ科雑草
商品名 RACコード 時期 回数 使用方法

ラウンドアップマックスロー
ド

H：9 は種後出芽前(雑草生育
期)

3回以内 雑草茎葉散布

ラウンドアップマックスロー
ド

H：9 耕起前又はは種前まで
(雑草生育期)

3回以内 雑草茎葉散布

<麦類(小麦を除く)>　一年生雑草

商品名 RACコード 時期 回数 使用方法
ゴーゴーサン乳剤 H：3 は種後出芽前(雑草発生

前)
1回 全面土壌散布

<麦類(小麦を除く)>　一年生雑草(ﾂﾕｸｻ科､ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ科､ｷｸ科､ｱﾌﾞﾗﾅ科を除く)

商品名 RACコード 時期 回数 使用方法
トレファノサイド乳剤 H：3 は種後出芽前～生育期

(雑草発生前～雑草発生
始期)但し､収穫45日前ま
で

2回以内 雑草茎葉散布又は全
面土壌散布

<麦類(大麦､小麦(秋播)を除く)>　一年生雑草

商品名 RACコード 時期 回数 使用方法
タッチダウンｉＱ H：9 耕起又はは種前(雑草生

育期)
3回以内 雑草茎葉散布

タッチダウンｉＱ H：9 収穫7日前まで(雑草生
育期)

3回以内 雑草茎葉散布

<小麦>　一年生雑草

商品名 RACコード 時期 回数 使用方法
バスタ液剤 H：10 は種後出芽前(雑草生育

期)
1回 雑草茎葉散布

バスタ液剤 H：10 収穫7日前まで(雑草生
育期)

3回以内 雑草茎葉散布

バスタ液剤 H：10 耕起前･は種前(雑草生
育期)

1回 雑草茎葉散布

ゴーゴーサン乳剤 H：3 は種後(雑草発生前)～
小麦2葉期(ｲﾈ科雑草1葉
期まで)

1回 雑草茎葉散布又は全
面土壌散布

ボクサー H：15 秋播栽培の麦2～4葉期
(雑草発生前～発生始

2回以内 雑草茎葉散布又は全
面土壌散布

リベレーターフロアブル H：12 ・ H：15 は種後～麦3葉期(雑草
発生前～ｲﾈ科雑草1葉
期まで)

1回 雑草茎葉散布又は全
面土壌散布

3.砂土では使用しない。

1.覆土は２～３㎝とし均一に散布する。
2.雑草発生前、又は作物の発芽前に散布する。   
3.砂土では使用しない。
4.重複散布をすると薬害が出やすいので、まきムラのないように均一に散布する。

1.使用時期が「収穫7日前まで(雑草生育期)」は、適用場所が圃場内の周縁部となっているため、適用を順守する。

1.覆土は２～３㎝とし均一に散布する。
2.雑草発生前、又は作物の発芽前に散布する。   

1.覆土は２～３㎝とし均一に散布する。
2.雑草発生前、又は作物の発芽前に散布する。   
3.砂土では使用しない。
4.重複散布をすると薬害が出やすいので、まきムラのないように均一に散布する。

4.重複散布をすると薬害が出やすいので、まきムラのないように均一に散布する。
5.展着剤を加用して雑草に均一に散布する。
6.原液が直接皮膚に触れたり目に飛散しないように十分注意する。 
7.麦類の一年生雑草の項も参照する。



クリアターン乳剤 H：3 ・ H：5 ・ H：15 は種直後(雑草発生前) 1回 全面土壌散布

<小麦>　一年生雑草(ﾂﾕｸｻ科､ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ科､ｷｸ科､ｱﾌﾞﾗﾅ科を除く)
商品名 RACコード 時期 回数 使用方法

トレファノサイド乳剤 H：3 は種後出芽前～生育期
(雑草発生前～雑草発生
始期)但し､収穫45日前ま
で

2回以内 雑草茎葉散布又は全
面土壌散布

<小麦>　一年生雑草(ﾂﾕｸｻ科､ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ科､ｷｸ科を除く)
商品名 RACコード 時期 回数 使用方法

シナジオ乳剤 H：3 ・ H：23 は種後出芽前(雑草発生
前)

1回 全面土壌散布

<小麦>　一年生雑草(ｲﾈ科を除く)

商品名 RACコード 時期 回数 使用方法
バサグラン液剤（ナトリウム
塩）

H：6 生育期(但し､収穫45日前
まで)

1回 雑草茎葉散布又は全
面散布

<小麦(秋播)>　一年生雑草

商品名 RACコード 時期 回数 使用方法
タッチダウンｉＱ H：9 は種後出芽前(雑草生育

期)
1回 雑草茎葉散布

タッチダウンｉＱ H：9 耕起又はは種前(雑草生
育期)

1回 雑草茎葉散布

ガリル水和剤 H：12 ・ H：23 小麦2～3葉期 1回 雑草茎葉散布又は全
面土壌散布

ダイロン H：5 は種直後 1回 全面土壌散布

<小麦(秋播)>　多年生ｲﾈ科雑草

商品名 RACコード 時期 回数 使用方法
タッチダウンｉＱ H：9 耕起3日以前(雑草生育

期)
1回 雑草茎葉散布

<小麦(秋播栽培)>　一年生雑草
商品名 RACコード 時期 回数 使用方法

リベレーターＧ H：12 ・ H：15 は種後～麦2葉期(雑草
発生前～ｲﾈ科雑草1葉
期まで)

1回 全面土壌散布

<大麦>　一年生雑草

商品名 RACコード 時期 回数 使用方法
タッチダウンｉＱ H：9 は種後出芽前(雑草生育

期)
1回 雑草茎葉散布

タッチダウンｉＱ H：9 耕起又はは種前(雑草生
育期)

3回以内 雑草茎葉散布

タッチダウンｉＱ H：9 収穫7日前まで(雑草生
育期)

3回以内 雑草茎葉散布

<大麦>　一年生雑草(ﾂﾕｸｻ科､ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ科､ｷｸ科を除く)
商品名 RACコード 時期 回数 使用方法

シナジオ乳剤 H：3 ・ H：23 は種後出芽前(雑草発生
前)

1回 全面土壌散布

<大麦(秋播栽培)>　一年生雑草
商品名 RACコード 時期 回数 使用方法

リベレーターフロアブル H：12 ・ H：15 は種後～麦3葉期(雑草
発生前～ｲﾈ科雑草1葉
期まで)

1回 雑草茎葉散布又は全
面土壌散布

リベレーターＧ H：12 ・ H：15 は種後～麦2葉期(雑草
発生前～ｲﾈ科雑草1葉
期まで)

1回 全面土壌散布

2.雑草発生前、又は作物の発芽前に散布する。   
3.砂土では使用しない。
4.重複散布をすると薬害が出やすいので、まきムラのないように均一に散布する。

1.使用時期が「収穫7日前まで(雑草生育期)」は、適用場所が圃場内の周縁部となっているため、適用を順守する。

5.ガリル水和剤は小麦２葉期までに散布すると薬害を生ずる場合があるので、散布時期を厳守する。

1.覆土は２～３㎝とし均一に散布する。

1.砂質土では薬害がでやすい。
2.降雨前後に使用すると薬害が生じやすいので、降雨直前や露のある時は散布を避ける。   
3.広葉の農作物の茎葉に散布液が飛散しないように注意する。        

1.覆土は２～３㎝とし均一に散布する。
2.雑草発生前、又は作物の発芽前に散布する。   
3.砂土では使用しない。ガリルは砂壌土でも使用しない。
4.重複散布をすると薬害が出やすいので、まきムラのないように均一に散布する。


